








要旨:尿糖スクリーニングで無症状のうちに発見された小児期発症インスリン非依存型糖

尿病(non-insulin dependent diabetes mellitus,NIDDM)35 例に食事および運動指導を行

い、5～18 年後の身体発育および耐糖能を追跡するとともに、生活習慣に関するアンケー

ト調査を行った。その結果、上記の介入によって大部分の症例では診断時よりも肥満が改

善し、診断時の肥満の程度が強い症例の耐糖能に改善が認められた。また、診断時には高

エネルギー、糖質過多の食習慣を認めたが、指導によってエネルギー摂取、三大栄養素の

バランスの改善がみられた。


